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Ｎｏ．４４４【２０２１年２月１９日配信】 

「工藤正市写真展－よみがえる昭和３０年代のくらしとまち」のお知らせ（担当：村上） 

 

こんにちは。歴史資料室の村上です。 

 

歴史資料室では令和 3年（2021）3月 5日（金）から 28日（日）

まで青森駅近くのリンクモア平安閣市民ホール 1 階ギャラリ

ーで「工藤正市写真展－よみがえる昭和 30 年代のくらしとま

ち」を開催することになりました。 

 

工藤正市さん（1929－2014）は東奥日報社の写真部長や弘前

支社長を務めた方なのですが、昭和 20年代後半から 30年代前

半にかけて写真雑誌のコンテストに作品を応募し、高い評価を

受けた写真家でもありました。しかし、次第に新聞社での仕事

と写真家としての活動の両立が難しくなり、写真雑誌への投稿

はやめたそうです。その後も青森県写真連盟の設立に関わるな

ど地元写真界での活動は続けましたが、プロの道には進みませ

んでした。 

 

そして、平成 26 年（2014）に正市さんが亡くなったあと、

自宅からたくさんのネガフィルムが見つかりました。長女の加

奈子さんは夫とともにフィルムのデータ化を進め、昨年から写

真共有サービス「インスタグラム」への投稿を始めました。す

ると、国内だけでなく海外からも多くの反応が寄せられました。 

 

今回の展示では加奈子さんから写真のデータをお借りし、昭和 30 年頃に青森市内で撮影され

た写真を中心に 60点ほどをご紹介する予定です。 

 

 
 写真展のポスター 

工藤正市さん 

（提供：工藤加奈子） 
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展示を予定している作品の多くは青森駅や古川跨線橋の周辺で撮影されたものです。それらは

正市さんが沖館地区にあった自宅から勤務先の東奥日報社までの通勤中に撮影したものと考え

られます。古川バス停の近くにあった工藤パンやみなみ洋品店など市民に愛されたお店が写って

います。 

 

また、今では無くなってしまった路地を撮影した写真もあります。それは、現在の青森センタ

ーホテルの場所にあった「百万弗
ドル

」と呼ばれる横丁を撮影したものです。「百万弗」は飲食店を

中心にアパートや小売店が建ち並ぶ横丁で、集落的な雰囲気があったといいます。「百万弗」に

ついては『新青森市史』通史編第四巻で取りあげていますが、写真を見るのは初めてでした。 

 

 
 

 

 

正市さんが撮影した写真は当時の街並みや人々の暮らしを知ることができる貴重なものです。

ぜひ多くの方にご覧いただきたいと思います。 

 

※今回の内容は令和 2 年 7月 8日付『東奥日報』、「【海を愛した写真家】故・工藤正市さんが撮

影した青森の記憶写真」（海と日本 PROJECT in 青森県ホームページ）などを参考にしています。 

 

百万弗で撮影された写真 

（撮影：工藤正市 提供：工藤加奈子） 
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